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第 5 図

9

の変化

半促成 イテ ゴの植 付け株数

1 背 景と特徴

県内の半促成イチゴの植体株数は]Oa当 た り、 5,000株ぐら“から8.000株ぐらいまでで

ある。疎植の夕Uの多いのは主に、 イテゴの草姿が過繁茂状態に去るためと考えられる。当

分場では過紫茂制御等を目的に、ハウスピニール被覆の早期化の試験を行い、その結果ハ

ウスピニール被覆 (外部被覆 )時期‐と内部 トンネル保温 (内部保温 )時期を通切に組み合

せることで、 3月 どり～ 5月 どりに至る各作型て好適な草挨が作出でき、品質(収 量の向

上に結びつくことが判明し参考に供 したぃ

この早期被覆試験の一或として過繁茂制御下での植付株数について検討を行 った結永

6,000株以下の疎植 よりも8,OoO株以上の密植の方向に好成績が得 られたので参考に供した

レヽ。

2  技 術 内 容   ‐

(1)破 芽仕立 を 1～ 2ヨ とする場合は 10a当 た り植付株数は 8,ooo株でよい。

。 畦巾 135筋X株 間 18.5御2条 植、条間 35筋 (問日 5.4″のパイブレヽ ウス )

: 説華 ト
°`25C PE
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。 畦 巾 112.5御X株 問 22.2御2条 楠、条問 30御 (問 回 4ゃ5れ のパイブハ ウス )

。芽仕立(越飢 姥月上Ⅲ写の聴 )主 笙:場7登
い
眸 准 翌 播

{射 越 冬前に阪茅発生の見込みの立たない場合 (夕uえば弱小小苗植や定植遅れ宏ど )、 又

は品質重祝で、芽仕立を主芽のみ とする場合は 12,000株力靖 禾Jである。

。 畦巾 135卸 X株 間 12.3卸2条 植、条問 35御 (間 口 5.4初のパイプハウス )

。 畦巾 112.5卸X株 間 14.8筋 2条 植、 条問 30あ (間 臼 4.57たのパイブハ ウス )

。 芽仕立 (越 冬前、 12月上
夕

の
野

点 ) 齊
窒

'二
法
腋芽

       除 去

5 普 及上の留意点                    1

(1)以 上の技術は過繁茂待U御を前提にする。

好通草姿を作る外部被覆時期 と内部併温時期の組み合せltrl次を目安にする。

3月 ～   外 部被榎5℃以下低温量 600h    内 部保温 5C以 下低温量 600h

4月 どり
 平 年的には 12月 下旬        平 年的には 12月下句

外部被覆 5C以 下低温量400h位    内 部棟温
:5C以

下低温量 700h位

4月 どり          f
平年的には 12月中旬         1月 上旬

4月～   外 部被夜 5C以 下低温量 200～300  ヽ 内 部保温 5℃以下低温量800～900h

5月 どり
 平 年的には ,2月 上旬     fl‐  1月 中旬

外部被覆 5C以 下低温量 100h以 内  内 部保温5℃以下低温量 1.000h位

5月 どり
平年的には 11月下旬        1月 下句

(低 温量に該当する時期は大船渡地方の平年的時欺  5℃ 以下の低温量はイテゴの株が受け

た低温量を意味する。 )

(勢 良 い破芽を 1～ ?コ 立つ ようにするには定植時期 と苗の大小に留意 して定植すること。

首重 10″ (9月 10日頃で )前後の苗は、 9月 16日～ 9月 20日に定植する。

苗重 2o夕 (   ″    ) ″   、  9月 20日～ 9 月`30日  〃

苗重 30夕 (   ″    ) ″   、  9月 30日～ 10月 10日  ″

(定植時期は大船渡地方で現してあるので、それぞれの地方でかんあんする6 )

(〕 品種は ダナーの場合 とする。       |    : .

4 試 験結果の概要

(lⅢ 試 験 課 題名  半 促成 イチ ゴのハ ウス ピニール早期被覆 に関 する試験

栽植株数試験
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{射 試 験年次および場所  昭 和 51年、 52年 岩 手園試南部分場

51年試験

試 験 区  10a当 たり株数 ① 4,000 ② 6,000 ③8,000 ④ 10.000

供試苗と芽仕立  大 首 10本重450夕、主芽十破芽 2ヨ

品  種   ダ ナー

定植月日  9月 19日

栽植距離   4,000株  畦 巾 135初 X株 間 3■0餌  2条 植、条問 35御

6,000株  畦 巾 135勧 X株 間 24,G餌     ″

8,000株  畦 巾 135椰 X株 間 18.5御    〃

10,000株 畦 巾 135卸 X株 間 14.8初     ″

被覆保温時期  外 部被覆 12月 10日 (5C以 下低温量313h)、  内 部保温 1月 10日

(5C以 下低温量 734h)

52年試験

試 験 区
1 0 a当た り

数株

と

さと

芽
大の

嫉
苗

と

さな

芽

大の

腋
苗

と

さを

芽
大の

ほ
苗

4,000彬末

6,000彬末

8,000わR

1 2 , 0 0 0株

① 2コ 、大苗

④ l ス 輔

① Oス 刀ヽ苗

① Oス 刀ヽ首

② 4ヨ 、大苗

⑤ 3ヨ 、大首

③ 2ス キl苗

① lコ 、小首

③ 放任4,8ヨ、大百

⑤ 放任3,9ヨ、大苗

0,3ヨ 、大苗

② 2ヨ 、大苗

供試苗の重量  大 苗 10本重 5007 中 首 300? 小 苗 200タ

品  種   夕
・
ナー

定植月日  9月 20日

栽植距離   4,000株  畦 巾 135卸X株 問 37.0餌 2条 植、条問 35餌

6,000株 畦 巾 135御X株 間 24.6卸    ″

8,000株 畦 巾 135節X株 間 18,5餌    ″

12,000株 畦 巾 135切X株 間 12.3御    〃

被覆、保温時期  外 部被覆 12月 16日 (5C以 下低温量 600h)内 部保温 1月 5日

(5C以 下低温量 942h)

G  ヽ調 験結果 (2カ 年の結果 )

生 育

51年度は草高20～23あ程度であつた力x52年 度は25～33御 で繁茂傾向であった。
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収 量

1)4,000株 <6,000株 <8,000株 <10,000(又 は 12,000)株の順て、10a当 た り株教

が多い区ほ ど収量が高い傾向がみ られた。 (S51年 、 S52年 とも )

2)8,000株 と10.000株の収量差 (S sl年 )、又は 8,000株と12,000株の収量差 (S

52年 )は 4・000株 と6,000株の収量ま  6,000株 と8,000株の収量茎 より、 少 い傾

向がみ られた。 (S51年 、 S52年 とも )

3)4,000株 の各区間、腋芽 2ヨ 区、 4コ 区、放任 4.8ヨ区間に収量差が認め られな

か った。 6,000株の各区間では、放任 3.9ヨ区が 収 量が高か つた。

8,000株の各区問では腋芽 0ヨ 区<1ヨ 区<3コ 区のllFであつた。 12,000株の

各区間で も同 じような傾向であった。 (s52年 の結果 )

品 質

1)4,000株 、 6,000株、 3.00眈代 12,000株の各区分内 とも、平均果重、 大呆率 と

も、阪芽数の増 えるほ ど低下することが認め られた。

2)ま た順芽数の多い 4,000株、 6,000株 の各区 よ りも、 核芽教の少い8,000株、

12,000株の各区が平均呆童の高い ことが認め られた。

3)12,000株 のH12~芽0区 が平均果重 14.9″、大果率 68.2%で最 も高かった。

以上か ら草勢制御下での植付株数代 収孟、大果重両面 とも、6,000株以下 よりは8,000

～ 12,000株が有利である。特に品質重視の場合は、腋芽 0ヨ で 12.000株が右利 と思 われ

る。また服芽を立てる場合は8,000株と10,000～12,000と収量差が あま りない ことと苗

の準備が多大であることか ら、 8,000株ぐらいが妥当ではないかと思 われ る。

なお疎植に して嫉芽数を増や して も収量があま り_Lらない ことか ら、 イチ ゴの株の果

実負担能力には限界が あり、 栽梅株数の多少による大 きな差がな く、販芽数にして 2～

3ヨ 位が限界と思われる。そ して、 52年 の結果か らでは、株数の如何 に拘 らず(平 均

果重 13夕以上期待する場合は願芽は 2ヨ以内と思われ、平均果重 14夕以上、 大果率 60

%以 上を期待する場合には腋夢教は 1個 以内にとどめるのが良いと思われる。
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越冬前の調査  12月 2日 収穫期調査 5月 17日

生
数

新
棄

棄
幅

大
葉嚇癖

左
葉

クラウ/

の 直 径
暇 芽
仕立数

草 高 秦価長
葉
幅葉大

患身
最
菜

4 , 0 0 0 -  2

4 , 0 0 0 -  4

4,000-放 任

枚
5 . 2

6 . 2

5 . 8

御        筋

6 . 2 X  5 . 6

7 . O X 6 . 5

7 . O X 6 . 8

御

2.93

3.42

3.26

ヨ

2 . 0

4 . 0

4 8

御

24、9

25.2

29.5

御

1 9 . 5

2 1 , 1

2 2 . 0

,,:   研
8 . 8 X 8 . 3

8 . 5 X 8 . 3

8 . l X  7 7

4

0

6

6 , 0 0 0 -  1

6 ! 0 0 0と‐3

6,000-放 任

5 . 5

5 , 3

5 3

6 . 3 X  5 4

6 . 4 X 5 8

6 3 X 5 , 4

2.54

2.86

2.93

1

3 0

3 . 9

30.2

26.4

26.7

23,3

2 1 . 1

2 0 . 4

9 4 X 8 . 9

8 , 4  x  T . 7

8 3 X 7 5

７

　

８

　

９

8,000 - 0

3 , 0 0 0 - 2

1 2 . 0 0 0 -‐3

4 4

4 9

5 。3

6 . O X  5 . 6

7 . 3 X 6 . 9

6 8 X 6 . 1

2 . 4 1

2 . 6 0

2 . 9 0

0

,

3

298

81.3

25.8

22,5

25、6

21.1

9 , 2  x  8 . 4

9 0 X 8 . 5

8 . O x  7 1

1 0

1 1

1 2

1 2 , 0 0 0 - 0

1 2 , 0 0 0 - '  1

1 2 . 0 0 0  -  2

4 . 0

4 . 0

4 . 9

5 。3 X  5 . 2

5 , 6 X 5 、 1

7 . O X 6 . 4

1.97

2.04

2 . 5 1

0

1

2

2 6 . 7

2 7 .〕

33 . 4

2 1 _ 6

20.9

2 6 . 2

9 . l X 8 . 5

8 , 6 x  8 . 4

1 0 , O X 8 . 2

(■ 主 要成果の具体的データ

1)生 育調査 (S S2年 ) (10株 乎均 )

(本年は外部被板と内部保温の組み合せを、遅い時期のもので行なつた。茎葉が過繁

茂傾向であったので、各区とも開花期に中′いの徒長案を4～5故抜を取つた後の調査 )

2)収 量、品質 (S51年 )

平 均 果 重 大 果 率
良 果 率

収 立ユ

糖 当だめく
~市

航果 全  果 可 販 果 全  果 10a堅当ナこり 指  毅

″

1盤1霞
タ

1 2 . 6

1 1 . 5

1 1 , 8

1 1 9

%
56.8

50,2

52.6

55.2

%
543

46.4

48.5

51 3

%
95.7

92,5

92.1

93.0

_11 iヽ+1,'

3,486

4,039

4,755

5,194

8 6

1 0 0

1 1 8

1 2 9

3)収 量、品質、総括表 (S52年 )

項

区  名

平 均 呆 量 大 果 率
良乗率

1灰量 (可販呆 )

可 飯 果 全  果 可 版 果 全  果 1 0 a 当た り 指  数

4,000村終
〃

〃

燎芽 2ヨ
″    4

放任 4.8

タ

13.4

1 3 . 0

13,0

″

10.8

10.4

10.4

%
58.9

56,7

560

"
51.3

47_3

46.3

%
8■0

885

82.6

町
2,276

2,275

2,277

９

　
９

　

９

6,000将末
〃

〃

校茅  1
″    3

放年 3 9

13.9

1 2 . 5

1 2 . 5

12.0

1 0 . 3

9 . 9

64.3

53 1

49.8

57_3

44.9

405

０

　
８

　
２

０

　
３

　
１

９

８

８

2 . r 1 7 9

2‐4 8 6

2 . 6 7 3

100

100

108

8,000有【
″

″

販 牙  0
″    2

〃 3

14.4

13.0

12.7

1 0 , 3

10.8

1 0 . 0

65.6

54.5

49 1

5■5

47.2

396

8■ 6

86,7

80.7

2 , 5 9 0

2 . 8 2 7

3 , 0 5 5

105

114

123

1 2 , 0 0 0 株

〃

″

腰

″

″

1 4 . 9

1 4 3

1 3 . 2

12,7

1 1 . 9

1 0 _ 7

68.2

65。3

5 6 1

624

5 7 . 7

4 7 . 5

91_5

88,2

84.7

2,862

2,724

3,147

115

110

127
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可

販

呆

重

（
路
）

栽植株数と収畳く大果重 てS52年 )

E王コ収量(10a当たり)
大果重
(10a当たり

3,000

2,5

2,00

/ 1 0 , c )   ( う

当たO0 8
り株数

栽梅株教、腋芽仕立 と収量、大果重
Ⅲ
(S5ど年 )'

可 2 ,

販
2,

果

重 1,500

し 1,

一〇
、〇

〇
〇

0  2  3

8 , 0 0 0

0  1

1 2 , 0 0 0

E王コ収量(10a当たり)
厖勿婚垂(Ю聾わ)

1  3 . 0 3 . 9

6 , 0 0 0

残 された問題点

12.000株以上の超密植の可能性の検討

参 考 資 料

昭和 51年、 52年 岩手県園芸試験場南部分場成績書

夏 まきサヤエ ン ドウの品種及びは種期

1 背 景と特徴     !

夏秋どリサヤエンドウは、比較的市況が安定していつ力ヽ は種期が高温駐期となるため

一般に収量は低収であることから沿岸地帯の夏期命涼の気候をいなした夏亡竜作型の生産

安定を目途r/c品種及びは種期について検討した結果、一応成果が得られたので参考に供し

!     !                 ‐- 2 5 -
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